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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１または第２の２ドット反転方式の極性配列を有する、多数のデータ配線と多数のゲ
ート配線が交差することで定義される多数の画素を含み、水平方向に延長されて、共通電
圧の供給を受ける多数の共通配線を有する液晶パネルと、
　前記液晶パネルの共通電圧が一定なレベルを脱した場合、以前選択されていた第１また
は第２の２ドット反転方式を、以前選択されていたものとは異なる第１または第２の２ド
ット反転方式に切り換える駆動転換信号をデータドライバに出力する反転制御回路部を具
備する駆動回路部とを含み、
　前記第１の２ドット反転方式は、各水平画素列で、１画素の後２画素単位で極性を反転
する方式であって、前記第２の２ドット反転方式は、各水平画素列で、２画素単位で極性
を反転する方式であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶パネルは、第１ないし第３領域を有して、前記第１及び第２領域は、各々２の
倍数の垂直方向のカラー列を有して、前記第１領域は、前記第３領域より高い階調を有し
て、前記第３領域は、前記第２領域より高い階調を有して、前記第１及び第２領域は、交
互に配置され、前記第３領域は、前記第１領域に隣接して配置されることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１及び第２領域のうちの一つは、ホワイトを表示して、残りの一つは、ブラック
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を表示することを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記反転制御回路部は、前記液晶パネルの共通電圧の入力を受ける入力端と、前記入力
された共通電圧が一定なレベルを脱した場合、前記駆動転換信号を生成するスイッチング
トランジスタと、前記駆動転換信号を出力する出力端を含むことを特徴とする請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記反転制御回路部は、前記入力端とスイッチングトランジスタ間に位置する第１ＲＣ
並列回路と、前記スイッチングトランジスタと前記出力端間に位置する第２ＲＣ並列回路
をさらに含むことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記データドライバは、前記切り換えた２ドット反転方式に対応するデータ電圧を出力
するために、前記駆動転換信号の入力を受ける制御ピンを有することを特徴とする請求項
４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記多数の画素は、毎フレームごとに極性が反転されて、毎水平画素列ごとに極性が反
転されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記液晶パネルは、少なくとも一つの共通電圧供給配線をさらに含み、前記共通電圧供
給配線の一端を通じて前記多数の共通配線に供給される共通電圧の伝達を受けて、他一端
を通じて前記液晶パネルの共通電圧を前記駆動回路に伝達することを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　第１または第２の２ドット反転方式の極性配列を有する、多数のデータ配線と多数のゲ
ート配線が交差することで定義される多数の画素を含む液晶パネルに位置して、水平方向
に延長された多数の共通配線に共通電圧を供給する段階と；
　前記液晶パネルの共通電圧を検出する段階と；
　前記液晶パネルの共通電圧が一定なレベルを脱した場合、以前選択されていた第１また
は第２の２ドット反転方式を、以前選択されていたものとは異なる第１または第２の２ド
ット反転方式に切り換える駆動転換信号をデータドライバに出力する段階とを含み、
　前記第１の２ドット反転方式は、各水平画素列で、１画素の後２画素単位で極性を反転
する方式であって、前記第２の２ドット反転方式は、各水平画素列で、２画素単位で極性
を反転する方式であることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記液晶パネルは、第１ないし第３領域を有して、前記第１及び第２領域は、各々２の
倍数の垂直方向のカラー列を有して、前記第１領域は、前記第３領域より高い階調を有し
て、前記第３領域は、前記第２領域より高い階調を有して、前記第１及び第２領域は、交
互に配置され、前記第３領域は、前記第１領域に隣接して配置されることを特徴とする請
求項９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記第１及び第２領域のうちの一つは、ホワイトを表示して、残りの一つは、ブラック
を表示することを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記データドライバが、前記駆動転換信号によって前記転換された２ドット反転方式に
対応するデータ電圧を出力する段階をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記多数の画素は、毎フレームごとに極性が反転されて、毎水平画素列ごとに極性が反
転されることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、特に、液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイ装置のうち、特に、液晶表示装置は、小型及び薄型化と低電力消耗の長所
を有して、ノート型パソコン、オフィスオートメーション機器、オーディオ/ビデオ機器
等に利用されている。特に、スイッチング素子として薄膜トランジスタＴＦＴが利用され
るアクティブマトリックス型の液晶表示装置は、動映像を表示するに適している。
【０００３】
　図１は、一般の液晶表示装置の基本構成を示したブロック構成図であって、液晶パネル
２と駆動回路部２６を含む。
　各構成において、インタフェース１０は、パーソナルコンピュータ等のような駆動シス
テムから駆動回路部２６に入力されるデータ(ＲＧＢ　Date)及び制御信号(入力クロック
、水平同期信号、垂直同期信号、データイネーブル信号等)の入力を受けてタイミングコ
ントローラ１２に供給する。主に、駆動システムからデータ信号及び制御信号の送信のた
めに、ＬＶＤＳ(Low Voltage Differential Signal)インタフェースとＴＴＬインタフェ
ース等が使用されている。また、このようなインタフェース機能を集めてタイミングコン
トローラ１２と共に単一チップに集積させて使用する場合もある。
【０００４】
　図２は、図１の構成のうち、液晶パネルの構成を簡略して示した図である。
　図２に示したように、液晶パネル２には、ガラスを利用した基板上に、垂直方向に延長
された多数のデータ配線(ＤＬ１～ＤＬｍ)と水平方向に延長された多数のゲート配線(Ｇ
Ｌ１～ＧＬｎ)が交差され多数の画素Ｐが定義される。また、多数の共通配線(ＣＬ１～Ｃ
Ｌｎ)が水平方向に延長されている。各々の画素Ｐには、薄膜トランジスタＴＦＴと液晶
キャパシタＬＣが構成され画面を表示する。
【０００５】
　液晶キャパシタＬＣは、薄膜トランジスタＴＦＴに連結された画素電極と、共通配線(
ＣＬ１～ＣＬｎ)に連結された共通電極と、両電極間の液晶層とを含む。画素電極と共通
電極は、同一基板上に形成され横電界を形成する。このような液晶表示装置は、横電界方
式の液晶表示装置に相当する。
【０００６】
　タイミングコントローラ１２は、インタフェース１０を通じて入力される制御信号を利
用して、複数個のドライバの集積回路で構成されたデータドライバ１８と複数個のゲート
ドライブの集積回路で構成されたゲートドライバ２０を駆動するための制御信号を生成す
る。また、インタフェース１０を通じて入力されるデータをデータドライバ１８に伝送す
る。
【０００７】
　ガンマ基準電圧生成部１６は、データドライバ１８で使用されるＤＡＣ(Digitａl To A
nalog Converter)のガンマ基準電圧を生成する。ガンマ基準電圧は、パネルの透過率/電
圧の特性を基準に生産者によって設定される。
【０００８】
　データドライバ１８は、タイミングコントローラ１２から入力される制御信号に応答し
て入力データに対応する基準電圧を選択して、データ電圧を液晶パネル２に供給する。
【０００９】
　ゲートドライバ２０は、タイミングコントローラ１２から入力される制御信号に応答し
て、液晶パネル２上に配列された薄膜トランジスタＴＦＴのオン/オフの制御を行う。液
晶パネル２上のゲート配線(ＧＬ１～ＧＬｎ)を１水平同期時間ずつ順にイネーブル(enabl
e)させて、液晶パネル２上の薄膜トランジスタＴＦＴを１ライン分ずつ順に駆動させる。
これに同期して、データドライバ１８から供給されるアナログ映像信号が各薄膜トランジ
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スタＴＦＴに接続された画素Ｐに印加させる。
【００１０】
　電源電圧生成部１４は、各構成部の動作電源を供給して、液晶パネル２の共通電極に共
通電圧を供給する。
【００１１】
　また、図面には示してないが、一つ以上のランプを備えて、液晶パネル２に光を供給す
るバックライトユニットをさらに含む。
【００１２】
　前述したような液晶表示装置は、画素電極の電圧極性に対向する共通電極を基準に、一
画素周期に反転させ印加する駆動方法であるドット反転 (Dot inversion)方式を普遍的に
使用している。
【００１３】
　このような反転駆動方式のうち、特に、水平２ドット反転方式は、隣接領域間のブラッ
ク及びホワイトの垂直方向のストライプパターン(stripe pattern)を表示する場合、図３
の表示パターンでは、グレー表示領域ＧＲでクロストークが発生する一方、図４のような
表示パターンでは、グレー領域ＧＲでクロストークが発生しない。これは、図３と図４の
表示パターンが含む画素駆動極性の均衡にその原因がある。
【００１４】
　すなわち、図３の表示パターンで、ｎ番目の水平画素列は、ホワイト表示領域ＷＨとブ
ラック表示領域ＢＬ各々の正極性(＋)及び負極性(-)の画素の均衡において、ホワイト表
示領域Ｗでは、負極性(-)の画素が多く、ブラック表示領域Ｂでは、正極性(＋)の画素が
多い。
【００１５】
　次のフレームで、各画素の極性の転換が行われるとしても、正極性(＋)及び負極性(-)
の画素間の不均衡が発生する。一方、ホワイトデータ電圧の振幅は、最も大きく、ブラッ
クデータ電圧の振幅は、最も小さく、グレーデータ電圧の振幅は、中間程度である。また
、データ配線は、ｎ番目の共通配線とカップルリングされて、データ電圧は、ｎ番目の共
通配線に反映される。これによって、ｎ番目の共通配線の共通電圧Ｖｃｏｍは、低い電圧
レベルでシフトされる。一方、(ｎ＋１)番目の水平画素列での極性配列は、ｎ番目の水平
画素列とは反対になる。従って、ｎ番目の共通配線の共通電圧Ｖｃｏｍは、高い電圧レベ
ルでシフトされる。結局、垂直方向に沿って共通電圧Ｖｃｏｍは、高いリップル(ripple)
を有する。
【００１６】
　ところが、図４の表示パターンで、ｎ番目の水平画素列は、ホワイト表示領域ＷＨとブ
ラック表示領域ＢＬ各々の正極性(＋)及び負極性(-)の画素間の均衡を保つ。これによっ
て、データ配線と共通配線間のカップルリングは、最小化する。従って、共通電圧のリッ
プルは、相互に相殺され、図３に比べて、電圧リップルが殆ど発生しない傾向がある。
【００１７】
　図３でのリップルは、クロストークに対する許容量より多いために、グレー表示領域Ｇ
Ｒでクロストークが発生して画質が低下する。これに比べて、図４でのリップルは、相殺
されクロストークに対する許容量より小さいために、グレー表示領域ＧＲでクロストーク
が発生しない。
　このように、各水平画素列でデータ変換の不均衡によって発生する電圧リップルは、Ｃ
ＯＧ(Chip on Glass)技術の具現のためにＬＯＧ(Line On Glass)配線を形成した大面積の
表示装置で著しく発生する。
【００１８】
　一方、前述したようなリップルは、ゲート電圧に対しても発生して、ゲート電圧に発生
したリップルもグレー表示領域ＧＲにクロストークを誘発する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１９】
　本発明は、前述したような問題を解決するために案出されており、クロストークを防い
で画質を改善する液晶表示装置及びその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明は、前述したような目的を達成するために、第１または第２の２ドット反転方式
の極性配列を有する多数の画素を含み、水平方向に延長されて、共通電圧の供給を受ける
多数の共通配線を有する液晶パネルと；前記液晶パネルの共通電圧が一定なレベルを脱し
た場合、前記第１及び第２の２ドット反転方式のうちから一つを他の一つに転換する駆動
回路部を含むことを特徴とする液晶表示装置を提供する。
【００２１】
　ここで、前記第１の２ドット反転方式は、各水平画素列で、１、２、２、...画素単位
で極性を反転する方式であって、前記第２の２ドット反転方式は、各水平画素列で、２、
２、２、２、...画素単位で極性を反転する方式である。
【００２２】
　前記液晶パネルは、第１ないし第３領域を有して、前記第１及び第２領域は、各々２の
倍数の垂直方向のカラー列を有して、前記第１領域は、前記第３領域より高い階調を有し
て、前記第３領域は、前記第２領域より高い階調を有して、前記第１及び第２領域は、交
互に配置される。
【００２３】
　前記第１及び第２領域のうちの一つは、ホワイトを表示して、残りの一つは、ブラック
を表示する。
【００２４】
　前記駆動回路部は、前記液晶パネルの共通電圧が一定なレベルを脱した場合、駆動転換
信号を出力する反転制御回路部を含む。
【００２５】
　前記反転制御回路部は、前記液晶パネルの共通電圧の入力を受ける入力端と、前記入力
された共通電圧が一定なレベルを脱した場合、前記駆動転換信号を生成するスイッチング
トランジスタと、前記駆動転換信号を出力する出力端を含む。
【００２６】
　前記反転制御回路部は、前記入力端とスイッチングトランジスタ間に位置する第１ＲＣ
並列回路と、前記スイッチングトランジスタと前記出力端間に位置する第２ＲＣ並列回路
をさらに含む。
【００２７】
　前記駆動回路は、前記転換された２ドット反転方式に対応するデータ電圧を出力するた
めに、前記駆動転換信号の入力を受ける制御ピンを有するデータドライバをさらに含む。
【００２８】
　前記多数の画素は、毎フレームごとに極性が反転されて、毎水平画素列ごとに極性が反
転される。
【００２９】
　前記液晶パネルは、少なくとも一つの共通電圧供給配線をさらに含み、前記共通電圧供
給配線の一端を通じて前記多数の共通配線に供給される共通電圧の伝達を受けて、他一端
を通じて前記液晶パネルの共通電圧を前記駆動回路に伝達する。
【００３０】
　また、本発明は、第１または第２の２ドット反転方式の極性配列を有する多数の画素を
含む液晶パネルに位置して、水平方向に延長された多数の共通配線に共通電圧を供給する
段階と；前記液晶パネルの共通電圧を検出する段階と；前記液晶パネルの共通電圧が一定
なレベルを脱した場合、前記第１及び第２の２ドット反転方式のうちの一つを他の一つに
転換する段階を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法を提供する。
【００３１】
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　ここで、前記第１の２ドット反転方式は、各水平画素列で、１、２、２、２、...画素
単位で極性を反転する方式であって、前記第２の２ドットインバージョン方式は、各水平
画素列で、２、２、２、２、...画素単位で極性を反転する方式である。
【００３２】
　前記液晶パネルは、第１ないし第３領域を有して、前記第１及び第２領域は、各々２の
倍数の垂直方向のカラー列を有して、前記第１領域は、前記第３領域より高い階調を有し
て、前記第３領域は、前記第２領域より高い階調を有して、前記第１及び第２領域は、交
互に配置される。
【００３３】
　前記第１及び第２領域のうちの一つは、ホワイトを表示して、残りの一つは、ブラック
を表示する。
【００３４】
　前記液晶パネルの共通電圧が一定なレベルを脱した場合、駆動転換信号を出力する段階
を含む。
【００３５】
　前記駆動転換信号によって前記転換された２ドット反転方式に対応するデータ電圧を出
力する段階をさらに含む。
【００３６】
　前記多数の画素は、毎フレームごとに極性が反転されて、毎水平画素列ごとに極性が反
転される。
【００３７】
　さらに、本発明は、第１または第２の２ドット反転方式の極性配列を有する多数の画素
を含み、第１ないし第３領域を有して、前記第１及び第２領域は、各々２の倍数の垂直方
向のカラー列を有して、前記第１領域は、前記第３領域より高い階調を有して、前記第３
領域は、前記第２領域より高い階調を有する液晶パネルと；前記液晶パネルの共通電圧ま
たはゲート電圧が一定なレベルを脱した場合、前記第１及び第２の２ドット反転方式のう
ちの一つを他の一つに転換する駆動回路部を含むことを特徴とする液晶表示装置を提供す
る。
　ここで、前記第１及び第２領域のうちの一つは、ホワイトを表示して、残りの一つは、
ブラックを表示する。
【００３８】
　一方、本発明は、第１または第２の２ドット反転方式の極性配列を有する多数の画素を
含み、第１ないし第３領域を有して、前記第１及び第２領域は、各々２の倍数の垂直方向
のカラー列を有して、前記第１領域は、前記第３領域より高い階調を有して、前記第３領
域は、前記第２領域より高い階調を有する液晶パネルと；前記第１及び第２領域の極性が
不均一な場合、前記第１及び第２の２ドット反転方式のうちの一つを他の一つに転換する
駆動回路部を含むことを特徴とする液晶表示装置を提供する。
　ここで、前記第１及び第２領域のうちの一つは、ホワイトを表示して、残りの一つは、
ブラックを表示する。
【００３９】
　以下、添付された図を参照して、本発明の実施例を詳しく説明する。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明の実施例による液晶表示装置は、水平２ドット反転方式で画素の極性不均衡が発
生する場合、これとは異なる水平２ドット反転方式に変換する。これによって、クロスト
ーク等の画質不良を改善する。
【実施例】
【００４１】
　本発明の実施例では、水平２ドット反転駆動で極性の不均衡が発生する場合、反転駆動
を変換して、電圧リップルを減少させることができる。
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【００４２】
　図５は、本発明の実施例による液晶表示装置を示したブロック構成図であって、図６は
、図５の液晶パネルを示した図である。
【００４３】
　図７は、図５の反転制御回路部を示した回路図であって、図８と図９は各々、本発明の
実施例による第１及び第２の２ドット反転方式で画素の極性配列を示した図である。
【００４４】
　図５に示したように、液晶表示装置は、液晶パネル５０と駆動回路部を含む。駆動回路
部は、反転制御回路部６０及びデータドライバ７０を含む。
【００４５】
　液晶パネル５０は、赤色Ｒ、緑色Ｇ、青色Ｂのカラー表示のための多数の画素が構成さ
れている。図面には示してないが、液晶パネル５０は、図２と類似に、相互に交差して画
素を定義する多数のゲート配線とデータ配線、多数の共通配線を含む。各画素は、薄膜ト
ランジスタと液晶キャパシタを含む。液晶キャパシタは、薄膜トランジスタに連結された
画素電極と、共通電極と、両電極間に位置する液晶層とを含む。画素電極と共通電極は、
横電界を形成する。画素の極性は、毎周期ごとに毎水平画素列ごとに変化される。
【００４６】
　図６に示したように、各画素の共通電極に共通電圧を供給するために、少なくとも一つ
の共通電圧供給配線５２が液晶パネルの端に構成される。少なくとも一つの共通電圧供給
配線５２は、多数の共通配線に連結され共通電圧を共通電極に供給する。
【００４７】
　共通配線５２は、液晶パネル５０の側端にテープキャリアパッケージ(TCP)等で連結さ
れたゲートドライバが構成される場合、ゲートドライバとＴＣＰを通じて構成される。
【００４８】
　共通電圧供給配線５２の一端である"Ａ"と"Ｂ"地点を通じて、電源電圧部から共通電圧
が供給される。また、共通電圧供給配線５２の他一端である" Ｃ"と" Ｄ"地点を通じて、
反転制御回路部６０は、液晶パネル５０の共通電圧を検出する。
【００４９】
　反転制御回路部６０は、液晶パネル７０の共通電圧の入力を受けて、入力された共通電
圧が許容された電圧レベルを超す場合、液晶パネル５０のドット反転方式を変更するよう
に指示する駆動転換信号を出力する。
【００５０】
　図７は、反転制御回路部を示した回路図である。
　図７に示したように、回路構成は、共通電圧配線５２から検出された共通電圧Ｖｃｏｍ
_ｆが印加される共通電圧入力端６１と、検出された共通電圧Ｖｃｏｍ_ｆによってスイッ
チングが制御されて、駆動電圧ＶＤの入力を受けて駆動転換信号Ｖｓ_ｉｎｖを出力する
スイッチングトランジスタＴ１と、共通電圧入力端６１とスイッチングトランジスタＴ１
間に構成されて、スイッチングトランジスタＴ１のスイッチング速度を決める第１ＲＣ並
列回路６２と、スイッチングトランジスタＴ１から駆動転換信号出力端６４に出力される
駆動転換信号Ｖｓ_ｉｎｖの信号減殺を防ぐための第２ＲＣ並列回路６３を含む。
【００５１】
　共通電圧入力端６１に入力された共通電圧Ｖｃｏｍ_ｆは、スイッチングトランジスタ
Ｔ１のゲート電極に入力される際に、第１ＲＣ並列回路６２のＲＣ時定数によってスイッ
チングトランジスタＴ１のスイッチング速度が決まる。スイッチングトランジスタＴ１は
、共通電圧Ｖｃｏｍ_ｆが一定なレベルを脱する場合、駆動転換信号出力端６４に駆動転
換信号Ｖｓ_ｉｎｖを出力する。一定なレベルは、基準共通電圧に許容量を加えたレベル
である。基準共通電圧は、共通電極に供給される共通電圧であって、許容量は、検出され
た共通電圧Ｖｃｏｍ_ｆのリップルがクロストークを発生させない程度の量に当たる。
【００５２】
　スイッチングトランジスタＴ１から出力された駆動転換信号Ｖｓ_ｉｎｖは、第２ＲＣ
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並列回路６３によってノイズ除去及び信号減殺が防げて出力される。共通電圧入力端６１
と第１ＲＣ並列回路６２間と、スイッチングトランジスタＴ１と駆動電圧ＶＤ間と、スイ
ッチングトランジスタＴ１と第２ＲＣ並列回路６３間には、抵抗Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４が位置
する。
【００５３】
　反転制御回路部６０の駆動転換信号出力端６４を通じて出力された駆動転換信号Ｖｓ_
ｉｎｖは、データドライバ７０に入力される。データドライバ７０は、駆動転換信号Ｖｓ
_ｉｎｖの入力を受けるための別途の制御ピンを有する。駆動転換信号Ｖｓ_ｉｎｖの入力
が遂行される度に、液晶パネル５０のドット反転方式を変換する。
【００５４】
　例えば、図８に示したように、駆動転換信号Ｖｓ_ｉｎｖが入力される以前、データド
ライバ７０によって液晶パネル５０に構成された各水平画素列の一番目の画素を第１極性
によって駆動した後、次の二つの画素が第２極性によって駆動される形態、すなわち、デ
ータ電圧の極性が１、２、２、２、...画素単位で反転された形態の第１の２ドット反転
方式によって駆動される。この時、二列のホワイトと二列のブラックが交互に配置された
ストライプパターンが表示されて、グレーが表示される。ホワイトは、最も高い階調であ
って、ブラックは、最も低い階調であり、グレーは、中間程度の階調である。
【００５５】
　この場合は、図３と類似に、ホワイト表示領域ＷＨとブラック表示領域ＢＬでは、極性
の不均衡が発生する。一方、ホワイトデータ電圧の振幅は、最も大きくて、ブラックデー
タ電圧の振幅は、最も小さく、グレーデータ電圧の振幅は、中間程度である。これによっ
て、共通電圧のリップルが許容量を越して、グレー領域ＧＲでは、クロストークが発生す
る。
【００５６】
　インバージョン制御回路部６０は、共通電圧を検出するが、リップルによって共通電圧
が一定なレベルを脱するので、反転制御回路部６０は、駆動転換信号Ｖｓ_ｉｎｖをデー
タドライバ７０に出力する。
【００５７】
　これによって、図９に示したように、データドライバ７０は、液晶パネル５０に構成さ
れた各水平画素列の初めの二つの画素を第１極性によって駆動した後、次の二つの画素が
第２極性によってされる、すなわち、データ極性が２、２、２、２、...画素単位に反転
された形態の第２の２ドット反転方式によって駆動するように変更される。これによって
、液晶パネル５０の各水平画素列は、ホワイト表示領域ＷＨとブラック表示領域ＢＬで、
正極性(＋)及び負極性(-)の均衡を保つようになる。従って、共通電圧のリップルは、殆
ど相殺されて、許容量の範囲内にあり、グレー領域ＧＲでは、クロストークが発生しなく
なる。
【００５８】
　一方、第２の２ドット反転方式が極性の不均衡を引き起こしてクロストークを発生させ
る場合は、第１の２ドット反転方式に変換される。
【００５９】
　また、リップルは、ゲート電圧に対しても発生する。すなわち、ゲート配線がデータ配
線とカップルリングされ、垂直方向にゲート電圧のリップルが発生する。この場合、反転
制御回路部は、ゲート配線の一端でゲート電圧を検出することができる。
【００６０】
　各々二列を有するホワイト及びブラックのストライプパターン以外にも、２の倍数の列
を有するホワイト及びブラックのストライプパターンに対しても、本発明の実施例は、適
用される。
【００６１】
　また、共通配線が画素電極と重なってストレージキャパシタを形成するストレージオン
コモン(storage-on-common)方式の液晶表示装置に対しても、本発明の実施例は、適用さ
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【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】一般的な液晶表示装置を示したブロック構成図である。
【図２】図１の構成のうち、液晶パネルの構成を簡略して示した図である。
【図３】従来の水平２ドット反転方式でクロストークが発生される画素の極性配列を示し
た図である。
【図４】従来の水平２ドット反転方式でクロストークが発生されない画素の極性配列を示
した図である。
【図５】本発明の実施例による液晶表示装置を示したブロック構成図である。
【図６】図５の液晶パネルを示した図である。
【図７】図５の反転制御回路部を示した回路図である。
【図８】本発明の実施例による第１の２ドット反転方式で画素の極性配列を示した図であ
る。
【図９】本発明の実施例による第２の２ドット反転方式で画素の極性配列を示した図であ
る。
【符号の説明】
【００６３】
５０：液晶パネル
６０：反転制御回路部
７０：ソースドライバ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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